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i

ま
え
が
き

本
書
は
、
一
九
四
五
年
の
敗
戦
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
の
戦
後
日
本
外
交
の
展
開
を
た
ど
っ
た
概
説
書
で
あ
る
。
戦
後
日
本
外
交
に
は
、

国
際
政
治
変
動
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
へ
の
受
け
身
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
四
五
年

か
ら
五
二
年
に
か
け
て
の
占
領
期
に
生
ま
れ
た
憲
法
九
条
と
日
米
安
全
保
障
条
約
に
よ
る
制
約
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
決
し
て
日
本
の
政
治
や
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
く
外
交
で
は
な
か
っ
た
。
憲
法
九
条
と
日
米
安
全
保

障
条
約
を
前
提
と
し
た
日
本
外
交
は
、
そ
の
受
け
入
れ
を
決
断
し
た
当
時
の
首
相
吉
田
茂
の
名
を
と
っ
て
吉
田
路
線
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ

は
、
国
の
主
体
性
に
対
す
る
制
約
と
ア
メ
リ
カ
へ
の
依
存
を
前
提
と
し
た
外
交
路
線
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
外
交
政
策
を
め
ぐ
る
国
内

政
治
に
お
い
て
、
吉
田
の
選
択
に
対
し
て
自
立
や
主
体
性
を
希
求
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
反
発
が
起
き
た
。

そ
の
吉
田
路
線
の
根
源
に
あ
っ
た
の
は
、
国
際
社
会
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
敵
に
し
た
戦
争
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
が
、
戦
後
日
本

の
非
武
装
化
を
定
め
た
憲
法
九
条
を
生
ん
だ
。
そ
し
て
、
戦
争
の
歴
史
の
重
み
ゆ
え
に
、
冷
戦
が
勃
発
し
て
も
憲
法
九
条
は
独
自
の
生
命

力
を
維
持
し
、
軍
事
力
を
持
た
な
い
日
本
の
安
全
を
担
保
す
る
装
置
と
し
て
日
米
安
全
保
障
条
約
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
吉
田
路
線
に
反
発
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
戦
争
の
歴
史
を
過
ち
と
は
み
な
さ
な
い
信
条
と
一
体
化
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
（
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
歴
史
認
識
に
立
ち
、
占
領
期
の
革
新
的
な
改
革
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
「
右
」
な
い
し
「
保
守
」
と
定

義
す
る
）。
そ
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
、
戦
前
の
流
れ
を
汲
む
保
守
的
な
政
治
指
導
者
は
、
憲
法
の
改
正
と
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改

定
を
重
要
な
課
題
と
し
た
。

し
か
し
、
戦
争
の
歴
史
に
深
く
根
を
張
る
戦
後
憲
法
は
簡
単
に
変
わ
ら
ず
、
一
九
五
四
年
に
憲
法
九
条
を
維
持
し
た
ま
ま
自
衛
隊
が
誕

生
し
た
。
岸
信
介
内
閣
が
一
九
六
〇
年
に
実
現
し
た
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
も
、
防
衛
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
日
本
の
対
米
依
存
を
一

層
制
度
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
吉
田
路
線
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
挑
戦
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
も
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
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ii

た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
日
本
外
交
が
大
国
間
の
権
力
政
治
（
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
に
直
接
関
与
す
る
術
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。
そ
の
結
果
日
本
は
、
ソ
連
（
後
に
ロ
シ
ア
）
と
の
北
方
領
土
問
題
を
ほ
ぼ
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
領
土
問
題
や
歴
史
問
題
等

を
外
交
上
の
争
点
と
は
し
な
い
姿
勢
を
貫
い
た
。「
軽
武
装
・
日
米
基
軸
主
義
」
と
も
呼
ば
れ
る
吉
田
路
線
に
徹
す
る
こ
と
で
経
済
大
国

の
地
位
に
昇
り
つ
め
て
も
、
中
ソ
等
距
離
外
交
（
田
中
角
栄
）、
全
方
位
外
交
（
福
田
赳
夫
）、
総
合
安
全
保
障
（
大
平
正
芳
）
等
々
、
む
し

ろ
大
国
間
権
力
政
治
の
契
機
を
中
和
し
よ
う
と
す
る
外
交
に
努
め
た
。
日
本
の
周
辺
地
域
に
は
、
米
ソ
冷
戦
、
中
ソ
対
立
、
台
湾
問
題
、

朝
鮮
半
島
情
勢
等
、
地
政
学
的
な
要
因
が
む
し
ろ
豊
穣
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
米
基
軸
主
義
が
揺
ら

ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
米
関
係
が
手
放
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
日
本
外
交
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
は
衝
突
し
な
い
領
域
や
ア
メ
リ
カ
の
関

心
が
薄
い
分
野
に
お
い
て
独
自
の
役
割
を
模
索
す
る
傾
向
も
生
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
東
南
ア
ジ
ア
等
の
日
本
の
近

隣
諸
国
と
の
外
交
に
、
そ
う
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
冷
戦
期
の
日
本
は
、
韓
国
や
中
国
の
近
代
化
路
線
に
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
、
韓
国
と
北
朝
鮮
へ
の
等
距
離
外
交
を
模
索
し
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
と
地
域
統
合
の
推
進
に
寄
与
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

の
地
域
主
義
の
発
展
を
推
進
し
た
。
こ
う
し
て
戦
後
の
日
本
は
、
東
ア
ジ
ア
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
、
そ
し
て
国
際
社
会
に
お
い
て
「
自

由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
」
の
イ
ン
フ
ラ
作
り
で
強
み
を
発
揮
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
冷
戦
が
終
焉
し
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
歴
史
問
題
や
近
隣
外
交
に
お
け
る
融
和
的
な
日
本
政
府
の
対
応
へ
の
保
守
派

の
反
発
が
高
ま
る
な
か
で
、
中
国
の
大
国
化
、
台
湾
問
題
、
北
朝
鮮
問
題
等
を
触
媒
と
し
て
、
戦
後
日
本
外
交
の
様
相
に
変
化
が
生
ま
れ

始
め
る
。
そ
の
流
れ
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
三
年
間
の
民
主
党
政
権
期
を
は
さ
み
、
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
安
倍
政
権
に
よ
る
「
占

領
体
制
」
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す
政
治
と
外
交
へ
と
展
開
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
戦
後
憲
法
の
改
正
を
試
み
、
歴
史
問
題
や
領
土
問
題
で

は
自
己
主
張
を
強
め
、
中
国
と
の
対
抗
を
軸
に
外
交
を
組
み
立
て
る
よ
う
に
な
り
、
韓
国
や
北
朝
鮮
に
対
し
て
も
強
硬
路
線
を
と
る
よ
う

に
な
っ
た
。

他
方
で
、
安
倍
政
権
下
の
外
交
に
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
」
の
重
要
性
を
唱
え
る
等
、
戦
後
日
本
外
交
の
継
続
性
を
示
す
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iii まえがき

側
面
も
み
ら
れ
る
。
当
初
は
中
国
へ
の
対
抗
を
意
識
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
は
、
中
国
と
の
関
係
改
善
の
流
れ
が

明
ら
か
と
な
っ
た
二
〇
一
七
年
に
は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
の
日
本
外
交
の
展
望
を
見
通
す
に
は
、

連
続
性
と
変
化
の
バ
ラ
ン
ス
に
目
配
り
し
つ
つ
引
き
続
き
注
意
深
い
観
察
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
本
外
交
が
現
在
抱
え
る

問
題
は
、
日
本
が
敗
戦
直
後
か
ら
継
続
的
に
苦
悩
し
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
、
本
書
か
ら
読
み
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
う
次
第
で
あ
る
。

本
書
は
、
大
学
の
教
科
書
と
し
て
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
参
考
文
献
に
記
載
し
た
近
年
の
概
説
書
、
そ

の
他
の
専
門
書
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
等
を
参
照
し
た
。
概
説
書
と
し
て
の
性
格
上
、
注
で
の
記
載
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
先
駆
的

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
多
く
の
同
僚
に
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

年
表
の
作
成
に
お
い
て
は
、
草
稿
の
記
述
か
ら
事
項
を
拾
い
出
し
そ
の
日
付
を
確
認
す
る
と
い
う
面
倒
な
作
業
を
、
指
導
下
の
大
学
院

生
（
車
ア
ル
ム
、
権
素
賢
、
李
尚
河
、
荒
井
淳
志
の
各
氏
）
に
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
出
版
部
の
乗
み
ど
り
さ
ん
に
は
、

本
書
の
構
想
の
段
階
か
ら
校
了
に
至
る
過
程
全
般
に
お
い
て
、
熱
意
あ
る
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
頂
戴
し
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
に
誤
り
や
不
備
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
筆
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

最
後
に
、
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
一
九
八
八
年
に
慶
應
義
塾
大
学
に
職
を
得
て
か
ら
三
〇
年
が
過
ぎ
た
。
そ
の
間
、
法
学
部
政
治
学
科
で

池
井
優
先
生
か
ら
日
本
外
交
史
の
講
義
を
引
き
継
い
だ
こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
改
め
て
池
井
先
生
の
ご
指
導
に
拝
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
書
が
少
し
で
も
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
学
恩
に
報
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
二
〇
一
九
年
一
月

添
谷
芳
秀
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第一章

敗戦と占領（1945-50年） 

日本国憲法・御署名原本より冒頭ページ（1946年）
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2

一
．
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策

（
1
）
戦
後
構
想

日
本
の
戦
争
と
敗
戦

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
外
交
に
は
、
陰
に
陽
に
明
治
維
新
以
降
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
き
た
。
一
般
的
に
は
、
一
九
〇
五
年
に
日

露
戦
争
に
勝
利
す
る
ま
で
は
「
坂
の
上
の
雲
」
に
向
か
っ
て
進
ん
だ
「
集
団
的
感
動
の
時
代
」（
司
馬
遼
太
郎
）
と
し
て
描
か
れ
、
一
九
三

〇
年
代
以
降
は
破
滅
に
向
か
っ
た
下
り
坂
と
さ
れ
る
。
そ
の
狭
間
の
四
半
世
紀
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
国
際
協
調
の
時
代
で
あ
っ
た
一

方
で
、
韓
国
併
合
（
一
九
一
〇
年
）
や
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
「
対
華
二
一
カ
条
の
要
求
」（
一
九
一
五
年
）
等
、
拡
張
主
義
的
な
傾
向
も

生
ま
れ
始
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
上
り
坂
」
の
歴
史
と
「
下
り
坂
」
の
歴
史
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
、
そ
の
ど

ち
ら
に
重
き
を
置
く
か
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
日
本
人
の
歴
史
観
に
は
深
刻
な
亀
裂
が
生
ま
れ
た
。

と
り
わ
け
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
軍
事
的
拡
張
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
一
体
化
し
、
日
本
敗
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
国

際
秩
序
構
想
と
対
日
占
領
政
策
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
占
領
改
革
に
対
す
る
日
本
人
の
受
け
止
め
方
に
は
、
そ
れ
を
受

容
す
る
姿
勢
と
拒
絶
す
る
立
場
の
対
立
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
に
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
間
の
亀
裂
が
生
ま
れ
、
そ
の
対
立
が
戦
後

日
本
外
交
を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境
を
複
雑
に
し
た
。

こ
こ
で
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
戦
争
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
日
本
は
、
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
に
南
満
洲
鉄
道

の
線
路
を
爆
破
す
る
柳
条
湖
事
件
を
起
こ
し
、
一
気
に
満
洲
全
土
を
占
領
す
る
と
（
満
洲
事
変
）、
一
九
三
二
年
三
月
一
日
に
満
洲
国
の

建
設
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
国
際
連
盟
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告
（
一
九
三
二
年
一
〇
月
）
は
、
満
洲
に
お
け

る
日
本
の
特
殊
な
権
益
を
認
め
な
が
ら
も
、
満
洲
国
の
正
統
性
を
否
認
し
た
。
一
九
三
三
年
二
月
に
連
盟
総
会
が
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報

告
を
採
決
に
か
け
る
と
、
唯
一
反
対
票
を
投
じ
た
日
本
代
表
団
は
そ
の
場
で
退
場
し
、
日
本
政
府
は
三
月
に
連
盟
事
務
局
に
脱
退
の
通
告

を
行
っ
た
。
国
際
社
会
で
孤
立
を
深
め
た
日
本
は
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
以
降
、
中
国
の
主
要
都
市
へ
戦
闘
を
拡
大
さ

せ
た
（
日
中
戦
争
）。
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3 第一章　敗戦と占領（1945-50年）

そ
の
後
欧
州
で
は
、
一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
三
日
に
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ

ツ
に
宣
戦
布
告
す
る
こ
と
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。
一
九
四
〇
年
六
月
に
は
ド
イ
ツ
軍
が
パ
リ
に
無
血
入
城
し
、
フ
ラ
ン
ス

が
降
伏
し
た
。
す
る
と
日
本
は
、
ド
イ
ツ
支
配
下
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
定
に
よ
り
、
一
九
四
〇
年
九
月
に
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ

へ
の
進
駐
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
そ
の
直
後
の
九
月
二
七
日
に
、
日
独
伊
三
国
間
条
約
が
締
結
さ
れ
、
枢
軸
国
同
盟
が
形
成
さ
れ
た
。

一
九
四
一
年
六
月
二
二
日
、
ド
イ
ツ
が
突
如
ソ
連
に
侵
攻
し
独
ソ
戦
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
（
日
本
時

間
）、
対
米
交
渉
に
見
切
り
を
つ
け
た
日
本
は
、
真
珠
湾
の
奇
襲
攻
撃
を
行
う
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
に
も
宣

戦
布
告
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
植
民
地
統
治
下
に
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
軍
を
進
め
た
。
日
本
が
対
米
開
戦
に
踏
み
切
る
際
、
時
の

首
相
東
条
英
機
は
、「
人
間
た
ま
に
は
清
水
の
舞
台
か
ら
目
を
つ
ぶ
っ
て
飛
び
降
り
る
こ
と
も
必
要
だ
」
と
い
う
心
境
を
吐
露
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
日
本
に
ほ
と
ん
ど
勝
ち
目
の
な
い
戦
争
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
奇
襲
に
よ
り
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
母
港
と
す
る
ア
メ
リ

カ
の
太
平
洋
艦
隊
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

一
九
四
四
年
六
月
六
日
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
対
独
参
戦
で
、
欧
州
と
ア
ジ
ア
の
戦
争
が
ソ
連
と
ア
メ
リ

カ
を
巻
き
込
ん
だ
文
字
通
り
の
世
界
大
戦
へ
と
拡
大
し
た
。
結
局
、
一
九
四
五
年
五
月
八
日
に
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
、
七
月
二
六
日
に
日
本

に
無
条
件
降
伏
を
求
め
る
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
鈴
木
貫
太
郎
首
相
が
「
黙
殺
す
る
の
み
」
と
記
者
会
見
で
述
べ
る
と
、

八
月
六
日
と
九
日
に
広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
一
九
四
五
年
八
月
九
日
未
明
ソ
連
が
対
日
参
戦
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
こ
に

お
い
て
日
本
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
戦
争
状
態
に
あ
る
一
方
で
、
米
ソ
中
の
三
大
国
と
同
時
に
戦
火
を
交
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
万
策
尽
き
た
日
本
は
、
軍
部
が
本
土
決
戦
を
主
張
す
る
な
か
、
八
月
一
五
日
の
天
皇
に
よ
る
玉
音
放
送
で
降
伏
を
日
本
国
民
に

周
知
し
、
九
月
二
日
に
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
。

国
際
秩
序
構
想

こ
う
し
て
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
き
、
米
ソ
は
枢
軸
国
に
勝
利
し
た
「
連
合
国
（U

nited N
ations

）」
の
中
心
国
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
（Franklin D

. Roosevelt

）
大
統
領
は
、
戦
後
の
国
際
秩
序
を
設
計
す
る
に
あ
た
り
、
米
ソ
両
国
に
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イ
ギ
リ
ス
と
中
国
を
加
え
た
「
四
人
の
警
察
官
」
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
構
想
は
、
戦
後
世
界
の
平
和
と
繁
栄
を
担
う
国
際
組
織
で

あ
る
国
際
連
合
の
中
核
的
組
織
と
し
て
、
四
カ
国
に
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
た
「
五
大
国
」
を
常
任
理
事
国
と
す
る
安
全
保
障
理
事
会
へ
と
発

展
し
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
に
国
際
連
合
が
発
足
し
た
と
き
、
ア
ジ
ア
を
代
表
し
て
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
の
席
に

座
っ
た
の
は
、
国
民
党
の
中
華
民
国
で
あ
っ
た
。
中
国
を
軸
と
す
る
戦
後
東
ア
ジ
ア
秩
序
の
輪
郭
は
、
一
九
四
五
年
二
月
の
ア
メ
リ
カ
の

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
（W
inston L. Spencer-Churchill

）
首
相
、
ソ
連
の
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー

リ
ン
（Joseph Stalin
）
書
記
長
に
よ
る
戦
時
首
脳
会
談
、
ヤ
ル
タ
会
談
に
お
い
て
描
か
れ
た
。
ヤ
ル
タ
会
談
で
は
、
国
際
連
合
、
ド
イ

ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
極
東
等
に
関
し
て
戦
後
秩
序
の
あ
り
方
を
決
め
る
重
要
な
合
意
が
成
立
し
た
。
東
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
た
の
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
三
首
脳
が
ソ
連
の
対
日
参
戦
で
合
意
し
た
「
ソ
連
の
対
日
参
戦
に
関
す

る
協
定
」（「
ヤ
ル
タ
秘
密
協
定
」）
で
あ
っ
た
。

米
英
の
首
脳
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
降
伏
後
二
、
三
カ
月
後
に
ソ
連
が
対
日
参
戦
す
る
こ
と
の
見
返
り
に
、
①
外
蒙
古
の

現
状
維
持
、
②-（
1
）
樺
太
南
部
の
ソ
連
へ
の
返
還
、
②
-（
2
）
大
連
港
に
お
け
る
ソ
連
の
優
先
的
利
益
の
擁
護
と
国
際
化
、
お
よ
び
ソ

連
の
海
軍
基
地
と
し
て
の
旅
順
口
の
租
借
権
の
回
復
、
②-（
3
）
東
清
鉄
道
と
南
満
洲
鉄
道
の
中
ソ
合
弁
会
社
に
よ
る
共
同
運
営
お
よ
び

ソ
連
の
優
先
的
利
益
の
保
証
、
③
千
島
列
島
の
ソ
連
へ
の
引
渡
し
、
と
い
う
諸
条
件
を
約
束
し
た
。
ち
な
み
に
、
②
の
三
つ
の
条
件
は
、

一
九
〇
四
―
〇
五
年
の
日
露
戦
争
の
結
果
ロ
シ
ア
が
失
っ
た
権
益
の
回
復
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
ヤ
ル
タ
秘
密
協
定
」
は
、
中
国
の
主
権
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
「
蒋
介
石
総
帥
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
す
」
と
う
た
い
、
さ
ら

に
ソ
連
が
中
国
と
の
「
友
好
同
盟
条
約
」
を
「
中
華
民
国
国
民
政
府
と
締
結
す
る
用
意
あ
る
こ
と
」
を
表
明
し
て
い
た
。
日
本
が
敗
北
す

る
と
、
そ
れ
ま
で
「
国
共
合
作
」
の
も
と
日
本
軍
に
対
し
て
共
闘
関
係
に
あ
っ
た
国
民
党
と
共
産
党
と
の
間
で
内
戦
が
再
発
す
る
が
、
す

で
に
そ
の
前
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
国
民
党
の
中
華
民
国
政
府
を
認
知
し
た
の
で
あ
る
。

戦
争
中
に
蒋
介
石
が
参
加
し
た
唯
一
の
首
脳
会
談
は
、
一
九
四
三
年
一
一
月
二
七
日
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
お
よ
び
チ
ャ
ー
チ
ル
と
の
日
本

問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
カ
イ
ロ
会
談
で
あ
っ
た
。
三
首
脳
が
発
表
し
た
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
は
、「
満
洲
、
台
湾
及
澎
湖
島
」
を
中
華
民
国
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に
返
還
す
る
こ
と
、
お
よ
び
三
大
国
は
「
軈や
が

て
朝
鮮
を
自
由
且か
つ

独
立
の
も
の
た
ら
し
む
る
の
決
意
を
有
す
」
こ
と
を
う
た
っ
た
。
こ
う
し

て
、
米
ソ
協
調
の
原
則
の
も
と
、
中
華
民
国
を
中
心
と
す
る
戦
後
ア
ジ
ア
の
輪
郭
が
描
か
れ
た
。

日
本
の
植
民
地
統
治
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
に
関
し
て
、「
カ
イ
ロ
宣
言
」
が
「
軈や
が

て
」
朝
鮮
を
自
由
か
つ
独
立
の
も
の
に
す
る
と
う

た
っ
た
背
景
に
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
構
想
し
て
い
た
信
託
統
治
構
想
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
解
放
後
朝
鮮
を
す
ぐ
に
独
立
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
国
際
連
盟
の
規
定
に
も
あ
っ
た
信
託
統
治
の
仕
組
み
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
カ
イ
ロ
会
談
の
翌
日
、
そ
の
内
容
を
伝
え
る
べ
く
テ
ヘ
ラ
ン
で
ス
タ
ー
リ
ン
と
会
談
し
た
。
そ
の
際
、
両
者
は
解

放
後
の
朝
鮮
半
島
に
信
託
統
治
を
敷
く
こ
と
で
合
意
し
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
一
九
四
五
年
一
二
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
米
英

ソ
外
相
会
議
で
、
中
国
を
含
め
た
四
カ
国
と
朝
鮮
臨
時
政
府
と
の
間
で
五
年
間
を
期
限
と
す
る
信
託
統
治
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
合
意
が
成

立
し
た
。

信
託
統
治
構
想
の
背
景
に
は
、
解
放
後
の
朝
鮮
が
周
辺
の
い
か
な
る
大
国
に
も
従
属
せ
ず
、
独
立
し
た
民
主
主
義
国
に
な
る
こ
と
が
、

戦
後
の
東
ア
ジ
ア
の
安
定
に
と
っ
て
重
要
だ
と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
日
清
戦
争
以
来
大
国
間
権
力
闘
争
の
犠
牲
に

な
っ
て
き
た
朝
鮮
半
島
の
地
政
学
的
特
徴
を
反
映
し
た
構
想
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
は
、
中
華
民
国
を
中
核
と
し
て
、
そ
れ
を
米
ソ
協
調
原
則
が
支
え
、
朝
鮮
半
島
を
米
英
中
ソ
の
信
託
統
治

の
も
と
に
置
く
こ
と
で
、
安
定
的
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
対
す
る
占
領
政
策
は
、
以
上
の
よ
う
な
東
ア

ジ
ア
秩
序
の
一
部
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。

（
2
）
日
本
の
改
革

民
主
化
改
革

日
本
と
の
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
み
て
も
負
け
る
戦
い
で
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
早
く
も
一
九
四
二
年
夏
に
、
日
本
と
東
ア

ジ
ア
に
対
す
る
戦
後
処
理
構
想
の
検
討
に
着
手
し
て
い
た
。
一
九
四
五
年
七
月
に
発
せ
ら
れ
た
米
英
中
三
国
の
首
脳
に
よ
る
「
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
」
は
、
日
本
に
課
し
た
厳
し
い
降
伏
条
件
以
外
の
条
件
は
一
切
認
め
な
い
と
す
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
無
条
件
降
伏
）
で
あ
っ
た
が
、

001-026_日本外交史_1章.indd   5 2019/02/08   10:35


	まえがき
	目次
	第一章 敗戦と占領（1945-50年）

	第二章 冷戦下の講和と日本外交（1950年代〈1〉）
	第三章 戦後体制の成立（1950年代〈2〉）
	第四章 経済大国日本の外交（1960年代）
	第五章 デタント下の日本外交（1970年代）
	第六章 国際国家日本の外交（1980年代）
	第七章 冷戦後の日本外交（1990年代）
	第八章 小泉外交から民主党外交へ（2000年代）
	第九章 第二次安倍政権の外交（2012年-）
	参考文献
	関連年表
	索引



